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 我が国における街路樹文化は古より存在していたが，近代街路樹として

植栽が街中に導入されてから 100 年以上が経過した。長い時間を経過した

街の街路樹は都市基盤整備を中心として，昭和から平成にかけての環境基

準，都市景観として植栽されたものが多い。長い時間を経て培ってきた街

路樹植栽の現在の状況を見ると，街の品格や文化への醸成には程遠い街路

樹が多くみられ，街路樹の管理についても残念ながら不健全な街路樹が多

くみられる。街路樹は，適切に管理されることで，街の景観向上，人への

健康に対する寄与，生物多様性の向上など良好な点が様々見られるが反対

の点も多くある。例えば，大径木化や落枝による安全性の問題，落葉によ

る住民負担や苦情，管理が出来ていないことでの不健全な樹木状況など諸

問題が存在する。さらに，管理に関わる運営費も年々かさばることから，

街路樹其のものを伐採し，無味乾燥な街路空間になっている通りも散見さ

れる。街の文化や潤いといったものに寄与する街路樹の現状を考える中

で，今後求めるべき管理運営はどう進めることが良いのか，良好な街路樹

育成はどう進めていくべきなのか考えることは極めて重要である。 

 我が国は人口増減に対応した都市集約の時代になり，街路での主役は歩

行者に戻りつつある中，街路樹の果たす役割は大きい。本研究推進委員会

では，街路樹の功罪を探究しつつ，身近に目にする街路樹について，国内

外の先進的な取り組み事例を含め，新たな街路樹のあり方，方向性を指し

示すことを目的としている。 

 

 

 

 街路樹に関する諸問題については，本学会での大会ミニフォーラムにお

いて 5 年にわたり実施し，研究者による問題点提起や地方自治体職員から

の現状報告を蓄積していた。その結果，街路樹に関わる大まかな問題点，

注視すべき点は大きく把握できつつある。この点を踏まえて，本研究では，

地域ごとにおける街路樹の良好な事例，問題点を取りまとめつつ，これか

らの街路樹管理への在り方の指針検討を 1年目の成果としたいと考えてい



 る。 
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 この年度においては，1 年目の成果を踏まえて，街路樹による存在意義

を数値化した i-Tree に代表されるような指針を示すガイドラインの制作

の基礎と自治体等での実用化に向けた可能性と課題について取りまとめ

る。 

 


